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クリスマス献血2020呼びかけの様子。
ご協力ありがとうございました！

2020年11月1日（日）から11月30日（月）の期間中、献血ルームメルシーにて、岩手県銀行協
会事務局様からのお声がけで、142名の皆さまに献血のご協力をいただきました。岩手県銀行協会
様には、2015年から社会貢献活動の一環としてご協力をいただいております。コロナ禍の折、多
くのみなさまからご協力を頂き本当にありがとうございました。ご協力を頂きました皆様の血液
は、病院で輸血を必要とする患者様にお届けをさせて頂きます。今後とも引き続き献血へのご協
力をお願いいたします。

ご協力いただいたみなさま（敬称略）
SMBC日興証券、青森銀行、秋田銀行、いちよし証券、岩手銀行大通支店、
北日本銀行大通支店、七十七銀行、大和証券、東北銀行大通支店、野村証券、
みずほ銀行、みずほ証券、みちのく銀行、岩手県銀行協会事務局



ホームページでも閲覧できます。
岩手県赤十字血液センターホームページ https://www.bs.jrc.or.jp/th/iwate/

Data
岩手県の献血状況 岩手県の供給状況

400mL献血

2,382 人

68%

200mL献血

124 人

4%

血漿成分献血

615 人

18%

血小板成分献血

358 人

10%

献血受付者数

3,956人
献血者数

3,479人

【献血状況】

全血献血は200ｍＬ換算で4,888本、400mL献血率

（400mL献血者数／全血献血者数）は95.1％でした。

400mL赤血球

製剤

2,398本

64%

200mL赤血球

製剤

160本

4%

血漿製剤

533本

14%

血小板製剤

671本

18%

供給本数

3,762本

【供給状況】

血漿製剤は血漿成分献血からだけではなく、200mL献血

や400mL献血からも作られています。

新型コロナウイルス感染症対策として以下に該当する方は「献血」をご遠慮いただいております。

◆今までに新型コロナウイルス感染症と診断された、または新型コロナウイルス検査（PCR、抗
原又は抗体検査）で陽性になったことがある方

◆新型コロナウイルス感染症が疑われ、PCR又は抗原検査を受けた結果は陰性だが、検体採取日
から４週間以内の方

◆何らかの理由で新型コロナウイルス検査を受け、直近の結果が判明していない方
◆現在、発熱及び咳・呼吸困難などの急性の呼吸器症状を含む新型コロナウイルス感染症を疑う
症状（※１）のある方

◆４週間以内に新型コロナウイルス感染者の濃厚接触者とされた方（保健所からの連絡、もしく
はCOCOAによる通知）（※２）

◆味覚・嗅覚の違和感を自覚する方
◆海外から帰国して「4週間以内」の方

※1 発熱、咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、鼻汁・鼻閉、頭痛、関節・筋肉痛、下痢、嘔気・嘔吐など
※2「濃厚接触者」とは、「患者（確定例）」の感染可能期間（発症2日前＊から入院や自宅待機を開始するま

での間）に接触した方のうち、次の範囲に該当する方です
＊「無症状病原体保有者」の場合は、「検体採取2日前」とする。
患者（確定例）と同居あるいは長時間の接触（車内、航空機内等を含む）があった方
適切な感染防護無しに患者（確定例）を診察、看護若しくは介護していた方
患者（確定例）の気道分泌液若しくは体液等の汚染物質に直接触れた可能性が高い方
手で触れることの出来る距離（目安として１メートル）で、必要な感染予防策なしで、「患者（確定例）」と
15分以上の接触があった方

（国立感染症研究所 「新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査実施要領」（2020年5月29日
暫定版）参照）

〇はじめに、体温測定をお願いします。
発熱が確認された方については、入場をご遠慮いただいています。

〇必ず、手指消毒をお願いします。
〇必ず、マスクの着用をお願いします。マスクをお持ちでない方は職員へお申し出ください。
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岩手県の献血・供給状況（11月）


